
厚生文教常任委員会会議録 
 

 

１ 日  時  令和２年３月１６日（月） 

１３時１５分開会  １４時００分閉会 

 

２ 会議場所  役場３階第１委員会室 

 

３ 出席議員  委員長：髙橋政悦 副委員長：中河つる子 

        委 員：川上 均、鈴木孝寿、西山輝和、中島里司 

        議 長：加来良明 

 

４ 事務局   事務局長：山本 司、次長：宇都宮学 

 

５ 説明員    

 

６ 議  件 

 

（１）議会報告会と町民との意見交換会について 

 （２）その他 

 

７ 会議録    別紙のとおり 

 



厚生文教常任委員会 【開会 １３：１５：閉会 １４：００】 令和２年３月１６日 

 

委員長（髙橋政悦）：皆様お疲れさまです。定例会終了後、只今より厚生文教常任委員会を開会する。 

 

（１）議会報告会と町民との意見交換会について  

 

委員長：本日の議件は、前回の委員会で宿題として、委員の皆様に出していた町民との意見交換会のテーマ

についてである。それぞれの委員さんのご意見を伺いたいと思う。 

    ちなみに、総務産業常任委員会では決まっていないそうである。 

加来議長：総務産業常任委員会は３月19日に開催予定である。 

委員長：総務産業常任委員会は３月19日に開催予定である。 

    議会運営上、ためになるテーマがないというのであれば、無理にテーマを設定する必要はないのか

なと。根本的にテーマを設けてというのは出ているが、無理矢理につくっても、町民の方々に失礼

でもあるし、こんなに長い間、皆さんに考えていただいたが、ないということのようなので。 

鈴木委員：まず、議会報告会のこれまでの構成を考えると年輩の人たちがどうしても多い。そして、男の人

たちが多い。個人的な主観というわけではないが、客観的な部分から見て、さまざまな若い世代た

ちの意見を取り入れていかなければならないということで絞っていくと、子どもたちに、どうして

もなってしまう。昨年は新しく子育ての関係ということであったが、今年は思い切って踏み込んで、

小中学生に向けるＩＣＴの活用若しくは親が考える子どもたちの今後の望む教育姿勢というか、そ

ういう部分を議題にしてもいいのかなと。まさに、これはＰＴＡ世代というか、子育て世代に向け

た、この前は幼保であったが、今回はちょっと１つ学年を上げてみて、子どもたちのＩＣＴ活用の

部分について、どういうふうに要望しているかということを聞いてみたいというような部分もある。

本当は、体育・文化というのもやってみたいと思ったが、時代に合わせて考えていくと、今、清水

で足りない部分というのはどういうところなのかというところで、思い切ってＩＣＴの取り組みを

どういうふうに要望しているのかというのを親世代から聞いてみたいなと。ということで、ちょっ

と題材の名前がそれでいいかどうかは別としても、そういう部分を厚生文教常任委員会として上げ

てはいかがかというような端的な感想である。 

委員長：只今、鈴木委員のほうからＩＣＴ絡みの方針のような感じのご意見が出たが、広く町民に求めるに

当たって、ＩＣＴとか、そのような表現はふさわしくないというような気もするが、ほかの委員の

皆様のご意見を伺いたいと思う。 

鈴木委員：それとともに、もう一つ考えたのは、高齢者施設の数字的なものは、それでもまだ待ちがあると

いう話もある。できれば私は、若い人たちに参加してほしいという気持ちで先程言ったが、厚生文

教常任委員会ということで考えていくと、例えば、高齢者系の施設など、それらの今の需要は当然

はっきりしているが、町民が今それに対して、多いのか少ないのか、若しくは、もうちょっと医療

関係でも一歩踏み込んでほしいのかというところも実際の声を聞いてみたいという気持ちもあっ

た。どちらかにしようかということで、先のほうの子どもたちの教育の絡みで発言したということ

を申し添えておきたいと思う。 

委員長：只今、鈴木委員のほうから、介護施設ということで、それについての町民の皆さんの意見を聴取し

たいということである。町内介護施設が数か所あるが、いずれも民間である。町民がそこについて、

物を申されても、議会として何をどこにどう伝えるか、結構難しい問題になるかと思う。テーマを

設けるのは結構大変なことだと思うが、そういうふうに狭めると相手がいることだったりするので、

ちょっと厳しい意見をどこにぶつけるのかということになると、議会として何もできないことにな

りかねない。ということも考えて、ほかの委員の皆様、ご意見をお伺いする。 

中河委員：私はごみの減量化という、今度、新くりりんセンターが建つという計画が今ちょっと足踏みして

いるところで、そういうような意見は、私は聞きたいという気持ちがある。ごみの減量化について

町民の皆が思っていることを聞きたい。 

委員長：町民の方に意見を聞くのであれば、ごみの収集とそれにまつわる減量化というような形になるかと

思う。今までと変わって燃えないごみが多くなったが、収集化される回数は若干増えたようである

が、もっと増やしてほしいという話しかないと思う。増やせられないから、ごみを減量してほしい

ということで、どうやって減量したらいいのかということを討論するのか。議会との意見交換会で、

やりとりするにはちょっと話題が限定的過ぎるというか、もっと、この話題にほかの何かを付加す



るものがあれば。今の町民にとってはいい話題にはなるかと思うが、そのほかのご意見はないか。 

中島委員：私は特に議題として持っているわけでないが、今の鈴木委員と中河委員から出された中で、老人

施設云々というのは、先ほど委員長からも話があったが、これについては民間企業への物申しだと

いうふうに思うのである。町にどういうふうにしてほしいとか、どうあるべきだということがいい

のかなという思いもしている。あと、ごみの減量化については、これは確かに題目としてはいいの

かなと思いながらも、減量化ということ、ごみというテーマを出したら、どんな話題が出てくるの

かなという思いがする。減量化が先に出てくるのだろうか、収集のあり方がどうかとか。そちらの

ほうから意見を聴取するならわかるような気がする。だめだとか、いいとか言っているわけではな

くて、その辺について、これを表に出すとすれば、その辺も考えた上で出さなければ、別の方向に

行ってしまう可能性があるかなと。今言った収集回数とか、収集日とか、ほかにも出てくるかもし

れないし、そういう部分ではどうしたらいいものかなというふうな感じで捉えている。ＩＣＴにつ

いては、先ほど言った前置きがあるが、若い人たちへの呼びかけというのか、そういう意図を感じ

る。それらも含めれば、これは議会としても、こういう意見があるということをぶつけることは可

能だろうという思いもする。あえて言えば、それなのかなというか、私は個人的にそういうふうに

感じたところである。 

委員長：実際に意見交換会であるから、８対２ぐらいで町民の意見を聴取し、聞かれたことに対して答える。

わかることは。実際のところ、そんな比率だと思う。今の時期、議会が先んじて動くべきテーマと

して、厚生文教常任委員会の所管で多くの町民の皆さんが興味あるものは、当然のようにずっとあ

る教育の関係か。若しくは町民の多くが興味を持っているであろう新体育館のことか、そのあり方

とか。そういうものをテーマにして町民の意見をよく聞いておくというのも、これから動くべきこ

とがあるとすれば、そういう町民の思いというのを持って動くのが議会かなという気もするが皆様

のご意見をお伺いする。 

     実際の話、大きな話といったら、本当に体育館しかないし、その場所であったり、大きさであっ

たり、宿泊施設であったり。これは、皆、どんなものができるのだろうとかは、まず人口から考え

てこのぐらい、場所は空いているこの場所という若干の行政の構想はあるのだろうが、そこには、

まだ、町民の話が全然入っていない。今回のこういう機会に、先に、そういう設計というか、調査

に入る前に、実は町民はこう思っているというような意見を聞いていると、この後、話が進みやす

くなるのではないのかという気はする。 

中島委員：ほかのことは別として、体育館に関して、私がちょっと公式ではないが耳にしているのは、アン

ケート調査をやるということを現段階で聞いている。何もなしに、体育館を建設するか、しないか

から始まるようなアンケートの内容かはわからないが、そこから始まって町民に何を求めるのかと

私は思っている。今、意見交換会でそれを出すと、町民としては重複してしまう。アンケート調査

をどういうふうにやるのかわからないが、内容はある程度固まってきているという段階で聞いてい

る。これは建設準備委員会というか、体育関係者も入っているように聞いているが、具体的なもの

は詳しくわからない。それをアンケート調査やると。反対が多かったらどうするという話を、これ

は立ち話でしているが、アンケート調査というのは非常に怖いものだと思っている。というのは、

考えていることを書いてきて、それを返せないので、意見交換会とはまた違う。直接聞いて、こう

だと思うというのとは違う。体育館については、具体的なものは、行政サイドで全く持ってないと

いうふうに私は聞いている。今、委員長言ったように、ここには空き地あるので、こちらがいいの

ではないか、あちらがいいのではないかというような段階で町民に意見聴取するのは、私は非常に

危険だと思っている。その意見に対して、説明責任を果たせるような状況があるのかどうか。ただ、

内容がわからないがそれが今アンケート調査と重複してくるので、今委員長が言われたことはどう

なのかなという思いがある。私はそれがなければ、先駆けて直接聞いてみるというのも一つの方法

だと思うが、ただ、体育館というのは清水地区、御影地区といったときに考え方は全然違うから。

町の体育館ではあるが、地域的な部分があるから、この辺はちょっと難しいのかなという思いはす

る。 

委員長：中島委員の言うことはわかるが、実際の話、アンケートと重複するのではないかについては、とに

かく多くの意見がアンケート以外にも意見交換会で集まるというのもある。そして、御影と清水の

話で、御影の場合はあくまでも改善センターであって、体育館ではない。御影町民も使う清水にあ

る体育館というイメージかと思うが、これは御影の空き地に建つかもしれない。その可能性もない

こともないということもありだし、先手を打ったほうがいいのではないかという気もする。例えば、

令和７年には建つのであれば、今年中に何か走り始めないと、若干後手に回るかなという気もする。



若しくは、それがちょっと厳しいのだとしたら、今、中島委員から、専門家会議のようなものがあ

ると言われたので、その専門家会議を差しおいて、議員が何を言っているという話に･･･。 

中島委員：準備委員会である。 

委員長：準備委員会は、要するに最初の取っかかりを任されたということだと思う。だから、そこを差しお

いて議会が勝手にやるというのも、おかしな話かなという気もする。大きな目で見ると教育関係全

般について、学校教育のあり方という大括りでいけば、その中にＩＣＴがあったり、英語教育があ

ったりいろいろ意見が出るかと思うのであるが、去年の例から、子育てでも、本当の世代の真っ最

中の人たちが来てくれない。当然、テーマを学校にしても来るかどうか、若干心配なところがある

が、厚生文教常任委員会としては、これからの学校教育というもので、一括りで持っていって、い

ろいろな意見を聞くというのもありかなという気はする。 

鈴木委員：私はＩＣＴと言ったが、考えてみたら、去年これからの子育てについてというテーマにしたが、

現実的に比較的若い世代は来なかったのである。今回、この委員会で調査している保育所の給食問

題も含めてまだ継続中の部分でもあるが、新しい子育ての部分をもう１回聞いてもいいのかなと。

給食問題とかも、その時点ではもう既に経過しているので、それもまた一つかなと。同じ議題では

だめだということでもないし、当面この部分をやって、できるだけ興味を持っていただくというよ

うな形をとってもいいのかなと今ちょっと思い直している。先ほど言ったＩＣＴの関係は、確かに、

これを誰に聞くのかという話にも正直に言ってなる。今までの参加者から見ていくと、それもまた

無理があるなと。体育館も、当然、先駆けてやるのはいいのだが、今のところ体育館の話は１つも

議会的には出てきていない。でも、それをやらなければならない、来るのはわかっているが、気持

ち的にはちょっと早いかなという気はしないでもない。それはまた別途６月以降の委員会で調べて

いってもいいかなと思ったりもするし、逆に町民から聞くべき部分というのは、そこを聞くべきな

のか、それとも引き続きいろいろな人たちが集まるような仕組みをつくっていくほうが手っ取り早

いのかなというような、その両方、運営側の考え方も含めて、今そういうふうに思った。そこもち

ょっと考慮して、皆さんと話し合っていきたいと思うがどうか。 

委員長：休憩する。 

 

【休憩 １３：３８】 

【再開 １３：５３】 

 

委員長：再開する。 

ごみの関係については、今、くりりんセンターの後の施設の話が十勝で展開されている最中で、そ

こには町民の意見が反映されるのは難しいということで、あえて、それをテーマにすることは避けよ

うと。あと、先ほど出た体育館については、今、準備委員会が取っかかりをつくる準備作業中である。

そこより先に議会が出るということにもならないであろうということで、テーマ的には、広く町民の

意見を、いろいろな意見を聴取するためにも、教育関係とするのであれば、どのようなテーマにする

か。 

西山委員：厚生のほうで、町民一人ひとりの体づくりというか、健康づくりというような、いろいろな健診

もあるだろうし、いろいろな不満も出ているようであるし、健康検診をやっても、一向に伸びてい

かないという難題も抱えている。これから一人スポーツという、何か新しいものがまた始まるよう

なので、そういう健康づくりというような取り組みもいいかなと思う。 

委員長：健康づくりとかに狭めると、早起きして歩くとかということになったり、であれば、もっとジムの

施設を整えてほしいとか、そういう方向にしかならないみたいな･･･。実際の話、今、西山委員が

言った健康に関する問題も、高齢者がやりやすい環境であったり、方法であったり、それを町民の

皆さんから聞いたことを広く知らしめるみたいな形もあるのかなと思うが、それもこれも全部合わ

せて、それは知らされるほうにしてみたら、教育の一環であるから、これからの教育に求めるもの

という文言で広く意見徴収するというのはいかがか。 

加来議長：今の件で、町には保健福祉計画があり、学校教育、社会教育とはまた違う視点だと思う。保健福

祉計画についても、介護施設の部分とか、個人の健康診断取り組みとか、町としての計画を立てて

いる中で聴取していくのであれば意味があるかもしれないが、ただ、体づくりをどうするというよ

うなことだけでは、なかなか難しいのでは。教育とは別にしたほうがいいのでないかなと思う。 

委員長：健康づくりに関しては、実際のところちょっと分野が違うということで、今後の教育に求めること

でもいいし、そのぐらいしかないのかと思う。 



では、「今後の教育に求めること」ということで、よろしいか。 

 （はいという声あり） 

委員長：では、厚生文教常任委員会のテーマとして、「今後の教育に求めること」ということで、広く教育

全般ということである。学校ばかりではなく、社会教育もということで決定してよろしいか。 

 （はいという声あり） 

委員長：では、議件（１）、議会報告会と町民との意見交換会のテーマについては、「今後の教育に求める

こと」ということで、町民の皆さんから意見も出ると思うが、議員の皆さんの思いも整理しておく

ようにお願いしたい。そうすれば、いい答弁ができると思う。 

    じゃあ、議件（１）は、これでよろしいか。 

 （はいという声あり） 

 

（２）その他  

 

委員長：では、議件（２）のその他について、委員の皆様から何かあるか。 

 （なしという声あり） 

委員長：その他は事務局も委員の皆さんもないようなので、ここで、常任委員会終わらせてよろしいか。 

 （はいという声あり） 

委員長：それでは、長時間にわたって、いろいろな意見出していただいてありがとうございます。厚生文教

常任委員会はテーマを決めることができたので感謝する。これで厚生文教常任委員会は終了する。 

 

【閉会 １４：００】 

 

 


